◆シンポジウム◆

外国人被災者は今―私たちの課題

生活再建に支援の手を

３月11日・・　被災した青森・岩手・宮城・福島・茨城の５県には、91,147人の在日外国人が暮らしていました。そのうち「災害救助法」が適用された市・町・村に住む外国人は75,281人となり、その内訳は中国27,755人、韓国・朝鮮12,199人、フィリピン9,617人、ブラジル7,270人、タイ3,859人……と続きます。

半年たった現在　外国人被災者に関する情報を、私たちはまだ断片的にしか知りません。それは、外国人被災者の居住地が５県にわたり、また154市・区・町・村のあまりにも広範囲に及ぶこと、外国人の多くが孤立して生活してきたからです。

外国人被災者は　とりわけ1990年代以降、東北の農村・漁村へ日本人との国際結婚で移住した中国人女性、韓国人女性、フィリピン人女性たちとその子どもたち、また、戦前から日本に住む在日韓国・朝鮮人高齢者たちは、被災地あるいは避難地で、声も出せず、困難な状況に耐えています。

私たちは　孤立している外国人被災者一人ひとりの安否を確認して励まし、一人ひとりの生活が再建され自立できるように手助けをしていきたい、と願っています。今、外国人被災者75,000人には、75,000人の「支え手」を必要としているからです。

シンポジウムでは　外国人被災者の支援に関わっている団体、関係機関の実務者が一堂に会し、それぞれ取り組みの報告をしてもらい、今後の支援活動に向けて意見交換を行ないます。その中から、外国人被災者支援のネットワークができることを願っています。

日　時◆2011年11月８日（火）午後３時～５時30分

会　場◆日本キリスト教団東北教区センター「エマオ」　http://www.uccj.jp/
（仙台市青葉区錦町1-13-6／電話022-222-0998／JR仙台駅から徒歩15分）
参加費◆無料（会場献金をお願いします）

＜報告者＞　◇大村　昌枝さん（宮城県国際交流協会）
　　　　　　◇池住　　圭さん（日本聖公会東日本大震災被災者支援いっしょに歩こう！プロジェクト）
　　　　　　◇飛田　雄一さん（ＮＧＯ神戸外国人救援ネット）
　　　　　　◇大曲由起子さん（移住労働者と連帯する全国ネットワーク）
　ほか

◆主催◆外国人被災者支援プロジェクト
○仙台キリスト教連合被災支援ネットワーク（東北ヘルプ）
〒980-0012　宮城県仙台市青葉区錦町1-13-6　エマオ２Ｆ　Ｄ

電話：022-263-0520／ＦＡＸ：022-263-0521／ホームページ　http://tohokuhelp.com
○外登法問題と取り組む全国キリスト教連絡協議会（外キ協）

〒169-0051　東京都新宿区西早稲田2-3-18　日本キリスト教会館52号室　ＲＡＩＫ内

電話：03-3203-7575／ＦＡＸ：03-3202-4977／Ｅメール：raik.kccj@gmail.com
	≪発生から１カ月半がたった今も、外国人犠牲者の全容を把握し切れずにいる。警察庁によると、14,000人を超える死者のうち、身元が確認された外国人は23人。死亡者の国籍は、韓国・朝鮮10人、中国８人、米国２人、カナダ、パキスタン、フィリピン各１人。発見場所は宮城県が最も多く14人、岩手県が５人、福島県と茨城県がそれぞれ２人だった。

犠牲者はさらに増えるとの見方もある。入国管理局関係者は「外国人全体の不明者は約50人」と指摘。中国の駐日大使館は、中国人約40人が行方不明としており、外務省を通じて警察に名簿を提出し、確認を急いでいる。韓国も「滞在人口を考えると、不明者がまだいてもおかしくない」（駐仙台総領事館）とみる。宮城県警の相談窓口には、少なくとも100人以上の外国人について、安否確認の相談が寄せられている≫（時事通信2011年４月25日）


	≪嫁不足に悩む農村や漁村に自治体や仲介業者のあっせんで嫁いだ外国人妻。東日本大震災で大津波に襲われた東北地方沿岸部ではこうした女性も数多く被災した。

宮城県石巻市に住むフィリピン国籍のＲさん（43歳）は漁港近くの自宅を津波で流された。漁業用品店を営む日本人の夫（59歳）と義父（91歳）の行方は今も分からない。自身はパート先から帰宅途中に津波に襲われ、電柱の上で濁流をやり過ごしたが、自宅は跡形もなく消えていた。がれきが散乱する町を３日間、何も食べずに捜し歩いた。携帯電話を落とし、外国人登録証やパスポートも紛失。母国の親族への連絡の取り方も分からない。不安で泣きながら、やっとたどり着いた避難所で炊き出しのかゆを食べ、初めて横になって寝た。

来日して９年になるが、友人は少なく、日本語の読み書きも十分ではない。「何をしたらいいか分からず、パニック状態だった」。途方に暮れているところを、 宮城県国際交流協会の職員に声を掛けられ、石巻市で日本語教室を開く男性の助けで見舞金10万円を受領。領事館で身分証明書を発行してもらい、被災証明書の申請なども済ませた。Ｒさんは「生活は楽ではなかったが、見合い結婚した夫とは仲が良く、義父との関係も良好だった」と振り返る。震災２日後の３月13日は９回目の結婚記念日。久しぶりに２人で外食する予定だった。夫の亡きがらを求め、今も遺体安置所に通う。「頑張るしかない」。自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

同協会によると、県内の外国出身者の約４割は中国や韓国、フィリピンなどから来た外国人妻。沿岸部などに住み、横のつながりもなく、日本語ができない人も多い。

震災で夫が死亡し、日本人親族との折り合いが悪くなったりするなどのトラブルもあるといい、同協会の大村昌枝企画事業課長は「国際結婚家庭の脆弱な地盤が、震災で液状化している。サポート体制の構築が必要」と訴えている≫（時事通信2011年４月25日）


	≪宮城県気仙沼市には、71人のフィリピン人が登録されている（５月末現在）。同市内でフィリピン人の交流や、踊りなどの伝統文化を発信する互助会「バヤニハン（助け合い）国際友の会」副代表のＴさん（40）によると、「ほとんどが女性。中でも７割がお見合い結婚で来日した」という。「でも、こんなに人数がいると思わなかった。震災の後に分かったの」

　６月25日、気仙沼湾の西約400メートルの高台にある気仙沼カトリック教会で、タガログ語によるミサがあった。124年の歴史を持つ同教会で、タガログ語のミサは初めての出来事だった。賛美歌を合唱し、聖書を朗読する。厳かな空気が漂う教会に、約60人のフィリピン人女性が集まった。

　フィリピンは国民の大半がカトリック教徒。だが、普段から教会で見かけるフィリピン人は、２、３人。女性たちは仕事や育児、家庭の世話に忙しく、多くは教会に集まることはなかった。

　震災後、教会に各地のカトリック教会から支援物資が届いた。次第に、家や仕事を失った女性たちが集まった。

　教会に顔を出すようになった理由を、女性たちは「家庭や避難所で不安や悩みをはき出したくとも、日本語だと表現がうまくできず、逆にストレスになっていた。自分たちの言葉で語り合いたかった」と打ち明ける。次第にタガログ語によるミサ開催を望む声が上がり、東京教区のフィリピン人神父を招くことになった。

　聖書の朗読に続いて５人ほどのグループに分かれ、津波の恐怖や暮らしの不安を自分たちの言葉で吐露した。感情が高ぶり、涙を流す人もいた。Ｔさんは、「日本語と違い、母国語の賛美歌は体に沁み込むように感じた」と喜びをかみしめた。
参加者が口々に言った。「同じ国の人と出会えるとうれしい。やっぱり気兼ねないから≫（共同通信2011年７月26日）


